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内郷小運動会が0月 15日 (■,

に行われます.
そのため9月 1日(■)8:30分

よリグランド及Oヨ 辺の除草
作業を行います.
児童が少なくなり、人手がた

りません。
こ協力のほど、お願いします.

佐 倉 自翠 ロ
ケアプラン デイサービス .●間介讀
ショートステイ 介讀タクシー

松 ヶ 丘 自 翠 回 ・レク ケ ア

デイサービス美容室マッサージ′ヽッ販売

公認佐倉自動車学校

中型 普通 自動二輔

大型竹外 高齢者誨習

1■043-485 - 1 5 5 8

佐倉カントリー倶楽部
佐n市 飯■loo,褥 (■

`0■
,1,+03 ,

般         ,1,,10● ■■,

シニア レディース   ギ ,6,0叫

'仲7'タ スーシてレイ 0'Rヽ 170`

,`R='76`

鶉
(6月 13 14日 )

食事会のあとの感談のなかヽ 皆様から多く
0こ 意見、ど要望をいただきました。

0到 雷で自炊している。小詢苫がなく困璽、 ト

ウズがなくなつたら困る。
Oト ウズで買い物した品をB座 してくれるサー

ビスを育料でして欲しい。
O草 取り 植本の手入れが出来なくなつたが、

どこか安く頼めるところはないか。

0僣環バスの本数を1時間1本程直増便して欲
しし`。

O都 市交通バスを時々利用するが 片道300円

を今少し安くできないか。
O駅 からのタクシー、ワンコイン(500m)な ら
利用したい

Oふ ること体操 なのはな体操にrlIして楽し
んでいる。

O身 近な場所で軽運動ができる場が歓しい。
O昴 間診療があるとよい (風の村診療所を紹介

した)

0内 郷全体でなく、地区ごとの交流の機会が欲

ししヽ。

O音からの高齢者の集まりがなくなってきびし
し` .

0老 人クラフを復活させられないか。
O気 楽なあ茶飲み場が叡しい.
0常 設のサ0ン 的な場所が欲しい

01●|七□からの歩道にあるベンチ もつと先.・

で設置して叡しい.

0311t□にエレヘー9-を 代月のミレセンは

朝晩使えず不便).
0敬 老会の:論 品ま不要.い ただけるなら金券
にならないか。

●内郷社協では以上のご意見 ご要望に対して

は関係機関へ0伝 えしました。手と手をつないて



( 3 )第 44■ 内 郷 地 区 社 協 た よ り 平成24年 8月 111

定期総会が開かれました
内郷地区社協定期総会が5月 19日ミレニアムセンター佐倉において開催されま

した 来冤として佐倉市社会福祉協議会副会長高嗣良子氏のご換拶の後 今年度
福祉委員に委嘱状力

'交
付されました

議苺ては23年度事業 決算報告 24年 度事業 予算(案)が審議され 原案と

おり八認されました

く重点目幅>

「人とひとの,な がりを広め 口!い口全なまら,く りをすすめますJ

平成24年 度 事 業 活 動
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自

Ｄ

『敬 老 の つ と い Jは

'日

29曰 く土)内椰小lll育圏て行われます。

『高齢者クリスマス筐事会』は12012日 (ゆ 13日〈水)に
ミレニアムセン,一 佐含て行います。

みなさんのど,加 をお待うしております。
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福
祉
委
員
会

福祉委員会 5月 19日 定期総会

8月 25日 第 1回敬老のつとい説明会

9月 16日 第 2回 敬老のつとい説明会

2月 ら、くしまつり説明会
3月 事業報告会

2 理事会 毎月第1木曜 内郷地区社協全体の運営に関する事項の討議
ａ
高
齢
者
事
業

体操の合 毎週金嘲 佐倉あるさと なのはな体操 よもぎの園ほか

高齢者食事会 6月 ]2月 65歳 以上のひとり暮らしおよび75歳 以上の高齢者を対象に開催

敬老のつとい 9月 29日
第 1含場内郷| 学ヽ校体育館 第 2会場佐倉■翠圏(9月 17日)こおい

て開催

４
地
域
事
業

内郷小学校通学合宿支援 10月 4～ :ヨ 実行委員として参画 爆護者と共に朝 夕食の準備を,旨導する

第 3回 あくしまつ り 3月 24日 ミレニアムセンターにおいて開催

l■民交流会の推進支援 通 年 活動の支援

内郷小学校PTA行 事支援 通 年 除草活動(5727 9′  )運 動夕 3115)バ ザー(¬ 日7)

内郷小学校スクールガード

ボランティア連絡会参画
迎 年 内郷4■ 校児童の登下枝見守 リ

，
研
修
事
業

福祉委員研修 7月 1日
新任福祉委員を対象に福祉活動の内容や役患1について説明し 見識

を深める研修会を実施

施設見学会 11月

6月 12月

福祉委員 福祉協力員ならびに地域住民を対象に参ll者を募集し

市内外の福祉施設見学を実施

住民福祉懇談会 広く地域住民に参加を求めて 『lL域福l■についてJ意 見を聴く
０
広
報
事
業

広報誌の発行 7¬ 13月
広報誌 i福祉うちごう」第44号 ～ 46号 を各2000部 発行 し 各世帯

関係機関に配布する

広 告 協賛企業 6社 の広告を広報誌に掲載し 広告料収入とする

情報収集 通年 福祉に関わる1静 収集 写真撮影など
■
そ
の
他
の
活
動

その他の活動 通年 ●lt域の学校 福祉施設への支援
1012月 ●共同募金活動の参力,(赤い羽l.● 歳末たすけ合い〉

通 年 ●愛の募金箱設Ы 9か 所)

通年 0各 種研修への参加

0そ の他

高 品質
Everyday
Low― price


